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要旨：本研究は、本学に在籍する盲ろう（視覚・聴覚重複障害）学牛の教育、日常生活支援方法につい

て検討したものである。実際の支援活動を通じて、夜間時における歩行訓練、歩行にあたっての設備面

での配慮、コミュニケーションにおける支援が課題として出された。これらの支援活動を基に、本学で

旨ろう学生を受け入れるための提言を行った。

キーワード：盲ろう学生、歩行訓練、コミュニケーション支援、アッシャー症候群

１．はじめに

近年、障害のある学生の高等教育機関への進学は増加の

一途を辿り、視覚及び聴覚に障害を併せ有する古ろう学生

（以下古ろう学生）も例外ではない…単一障害のあると芋生

の受け入れについては各人学など高等教育機関が積極的に

なってきてはいるが、重複障害のある学生（とくに旨ろう

学生）についてはごく少数の大学に限られている。その背

景には旨ろう学生に対する支援に関する情報が僅少である

という現状があるものと思われる。このような状況のもと、

本学には平成１６年度、視覚・聴覚に障害（最重度の聴覚

障害と進行性の視覚障害）を併せ有する学/liが入学?し、教

育・日常牛活支援について構築をする｣必要が出てきた.

そこで、我々は、この学生に対する支援方法および、今

後の盲ろう学生の受け入れについての研究を開始した。本

稿では、旨ろう学生が在籍する高等教育機関において実際

に行ってきた支援活動皮び今後の吉ろう学′t受け入れ、支

援に関する提言について報告する。

生来的に平衡機能の障害があるか、または進行|生の平衡

機能の障害がある。

③網膜色素変Ｉ１ｔ症（進行性視力・視野低下）

生来的に夜盲があるか、十代、成人期になって視機能低

下が進行する場合がある、後者の場合は、視野狭窄などの

祖機能低下よりも先に1ﾈI〔盲が出現することが多い。

３．本人に対する支援経過

３．１入学時における支援

･寄宿舎の居室変更

水学人学直前に、本人及び家族からの話で聴覚のみでは

なく視覚にも配慮が必要な状況であることが判明し、まず

牛活基盤となる寄宿舎について見直しを図った。

111初、本人が入る予定だった居宅は入り口から齢も離れ

た奥の(|I屋であった。前述の状況を受け、急瀝入り［］に厳

も近い居室に変更した。

３２入学後の本人のニーズと対応

･夜間の歩行訓練（寄宿舎一共用棟）

ｉ１ＬｌⅢＩＦと比べ、夜盲及び視野狭窄のためＴ単独かつ支援

のない状態ではかな')歩行が難しい状況である。夜間歩行

のための訓練をして欲しいという本人からの申し'１１があり、

夜間歩行訓練を実施した。本人が要望した移動区間は、寄

宿舎から校舎此び牛活共用棟（浴場)、さらには寄宿舎から

公道を挟んだコンビニエンスストアまでの区間であった。

歩↑j訓練は、まず寄宿舎から牛活共用棟（浴場）及び校舎

の夜間時の移動について、１年次の１学期に１ヶ１１１Ｍの

割合で、苔苫らの１人が)fZち会う形で行った。その歩milll

棟に()iせて、懐中電灯All(び段差における＝黄色いテープを1Ⅱ

Ｊ音した。

２.学生のプロフィール

平成１６年度、人学の；た)子学生。本学僧牛は、最重度の聴

覚障害があり、人工内耳を装川している。併せて進行１１tの

視覚障害で、視力０４、夜盲、視野狭窄がある（アッシャ

ー斥候群＊）。

＊アッシャー症候群

血刑的なアッシャー症候群とは、以下の症状を併発する疾

患である。

⑩聴覚障害

生来的に最重度の聴覚障害がある場合が多い。

鬘部では、生後１０年以上たって聴力の損失が進行する場

合もある。

'②平衡機能障害
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。懐中電灯の用意

懐''１'rhi灯は、比較的輝度の強いものを'''心に３｛''１類を''１

なし本人に('Ｍ１してもらった。｜xllにそオＩらの|P(Ill電灯

を,｣くす。ｌドI1i頬のうち、そのliWi頬であるⅡ(ｌｌｌ１ｌ(iiulﾙ|が|''〔h〈

２ｍ、１１((|ﾘlh1l【離約５～611］（Gentics社製）の懐'|｣屯灯に

ついては、夜間歩行にあたって使いやすいと本人からのし

ボートがあった。但しこオ1は1斤宿舎の｢|>)のＩＩ１Ｉ案から比

Ⅱ１棟までの(1川]に関しててあった。

|xl2〔’段/(iのテープ（哉色）の設置（!iＭ′(Iiil）

Ｍ２１）段ﾉ印)テープ（黄色）の,洲＃１（設置後）

ｌｘｌｌ）ltjli度の強い懐中電灯

○夜間の歩行言lll練（寄宿舎一コンビニエンスストア）

）i(ｌＭｊを雛ｵ１，iii身で大学と牛hITを送る’2では、‘lii,｢111'|iで,ﾉ）

illjll1移動は必ZI1である。寄宿舎の近隣にはコンビニエ〉ス

ストアなど１１i｢6Iliはなく、交差点を１１座って５００，歩かなけオ１

ばないのかIlil状である。さらに父ﾉに点及びコシビニエ〉

スストア周辺は｜介な輝度の街灯,没l11iiがなくかつfjZ:i/|ﾐﾉﾊ(は

｢|lljill車などの{[未が激しいところである。視覚陣iii管のみで

あるならば、ある渦1度、その場における環境バーなどで厄ljiji

を感じ自分の身を〈]Ｅることも１１１能であるしかしながら、

水学牛の場合、人［内耳を袋用しているとはいえ、環境バー

を感じ、そｵ1がどのような状況を表しているのかをつかむ

ことは難しい｡そこで､著者らの１人が懐中電灯に))Ⅱえて、

歩行の感覚をつかむために左右ﾉﾉＩＩ１の指示、さらに交付'|ｉ

碓保を行うためのワイヤレス振動ｆをⅡ}いて歩｛j1illl練にく［

ち会った。しかしながら、夜間歩行のための支援片がいる

場合は、可能であったが、単独では|水|難な状況であった。

。段差のテープ（黄色）の設置

本人がIﾘＴＩ閏する学科のある聴覚系キャンバスは聴覚障再

のある'rご'|ﾐに対する設備lHiでの配慮はあるものの、視覚障

宵のある`洲三に対する配慮はまだなされていない。特に問

|望とさオ1るのは本人の視覚の状況（視野狭窄、夜行）から

くる段ｽﾐのつかみにくさである。今回、此111棟（浴l易）へ

の移動,111純にあたって段簾にテープ（黄色）を,没Hfiした（|lXl

２ａ」Ｘ１２ｂ）。これらのテープと、前述の輝度の,T5い懐中

電灯を併用することによって、寄宿舎と兵１１１棟との移動が

あるｆ'１１度改善されたようである。しかし、段簾はここだけ

ではなく、階段などあらゆるところにも考えらｵ1るので、

本人のニーズに合わせてIlrj次設置する,必要があるものと思

われる。
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盲ろう学生の教育・日常生活支援

ｉｌｆｌＩＷ)状況について以卜のように報告した。

「岐初のころはIfけlないせいもあったためか、，ｉｉｉ厳につい

てくるのが大変そうな時期もあった。このところ'|[Ｍ]てき

て、また、［講義開講が１１川]時であることから、夜行など(/）

影響はないようである。しかしながら、細かい文了:などは

時々ルーペを仙H1した。一方、本人とのコミュニケーシ］

＞は、人［|人]耳、｢;/li話、二Ｆ話皮び筆談の併川で行っていたⅡ

４今後の支援における課題

，ﾄﾏj惇教育機関では、環境、教育活動の特徴から,没l111ililiで

の父援、本人に対する支援に留まらず、本人を111()巻く１，Iil

lJWの行に対する支援が,必要となってくる。本人に対する人

的父援及び本人を取り巻く周囲の者に対する支援における

課題について校訓した。

○本人に対する人的支援

。夜間の歩行訓練

’1ｲﾁｲ｢f舎一比川棟lljlの歩行については懐''１`電灯｝j(〈び段/｢;を

,]くすテープで、幾分か改善された様ｆである。しかしなが

ら、コンビニエンスストアなど学外への夜間歩↑ｊについて

は、安全|/|ﾐの確保などまだ肘難な点が多く、／７後汽ろう片

の歩｛｣訓練を｝IlhLLiしている〔草''１１家を招１１Ｗし、歩↑｣き,illl線を｛「

う必些があるものと弩える。

。コミュニケーション

」Ｗ[、人［内耳。i蹄ルＴ三i了IIi及び壌談の併１１１で｛ｊってい

るが、今後、礼il野狭窄か進むにつれて視覚によるコミュニ

ケーションが困難になってくることが觜えらｵ1る。人｜]ﾉ､１

乢ＦＭのｉＩｌｉ聡ユニットによる聴覚補償及び段lWf的なIill1r

I研の導入もつの万i上としてう?Ｉうえらｵ］よう。

図３交差点

図４コンビニエンスストアへ行く道

（夜間は街灯もなく暗い）

○本人を取り巻く周囲の者に対する人的支援

・理解啓発。盲ろう疑似体験の実施

病ろう'Ｈを支援するにあたっては、本人を１１１１)巻く数

乢学′Ｍ(び関係職Liの理解解発が必要である。そのため

には本人の状乃dにｆＴｵﾌせてキャンパス内の移動における晴ﾉ〔

似体験のワークショッブの機会を持ち、理解を深めてもら

うことが１１「典である。

５.盲ろう学生の受け入れ、支援等に関する提言

木研究では、旨ろう学′'三の高等教育支援について」,し本''1り

な研究を行ない，現在の在学'L'三への支援とともに′γ後の

LJI複障害のある学/Ｉｆの受け人ｵ]に充分なノウハウ，体(lillを

構築することをＩ１的に活動を行なってきた。その成果をj,ｌＬ

に、旨ろう学4三の受け入ｵ]、支:援に関する提言を以卜のよ

うに行った。

図５コンビニエンスストア周辺

○講義演習時における支援

まず、講義演習時については、本人のニーズに合わせて

机を定位置にした。また、」必要に応じて、図１ｍなどを本人

にわかりやすいような大きさに拡大して提示した。学/'２が

所属する著者らの－－人である学科主任は、本人の講義。波
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5．１大学としてのポリシーの確立，方針の決定，体制の

整備

･視覚。聴覚重複障害のある学生を受け入れる、そのため

のいろいろな整備を行なうという全学の意思決定と，具

体的方針決定を行い、周知させる必要がある。

｡産業技術学部、保健科学部、障害者高等教育研究支援セ

ンター、事務局，外部教育研究機関との連携体制を強化

する必要がある。

5.6支援機器整備

･学生の状況に応じ、必要な支援機器を整備する。

拡大読書機、補聴援助装置（ＦＭ補聴器など）

５．７講義方法への工夫

・聴覚障害学生及び視覚障害学生に対するこれまでの講義

方法、支援方法を情報交換し、互いに共有できるように

する必要がある．

５．２在学生の実態調査

･DemchakandElquist(2004)')によれば聴覚障害のあ

る人の３～６％はアッシヤー症候群になるといｵﾌｵ[てい

る本学に在籍する学生についても他の在学生にも、既

に発症しているか,今後発症する可能性もあるといえる。

まずは現状を把握するために聴覚障害学生の眼科検

診を行なう必要がある。同時に視覚障害学生も聴力検査

を行なう必要がある。

5８日常生活訓練の実施体制確保

．｣必要なときに夜間歩行訓練等を実施できるようにする,必

要がある。このために随時依頼できる近隣の専門の歩

行訓練ｔを確保すると共に学内に歩行案内のできる人

材を養成することが必要である。

５．９就職、進路

・旨ろう学生の就職。進路に適切なアドバイスができるよ

うにする必要がある．

。新たな職域を開拓する必要がある．5.3受験生への支援の拡充

･受験時に重複障害等を把握：高校からの調査書の健康

状況欄が肖'|除され､疾患について把握困難になっている．

試験時の健康診断等で状態を把握する必要がある．

・受験化への対応の統一：受験生に対する入試の対応が

視覚系と聴覚系で異なることで受験生にとって不利にな

らないよう、事前に両学部で連携体制を整えておく。ど

ちらの部を受験するのがよいか、などの検討。相談も必

要である。

5.10卒業生支援

･現在就職や進学している本学の卒業生および今後の卒業

牛に対して，フォロー，アフターケアの体制を作る」必要

がある。

本研究は、競争的教育研究プロジェクト「視覚。聴覚重

複障害のある学生の教育､日常生活支援方法に関する研究」

の助成を受けたものである。

5.4視力・聴力検診の定期的実施

・聴覚障害学生については視力検査、視覚障害学生につい

ては聴力検査を定期的に実施する｣必要がある。
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５５環境整備（寮，学内，校舎）

・聴覚系キャンパスにおいては、次のような環境整備が必

要である。

(1)適切な明るさの確保

寄宿舎内部、寄宿舎から共用棟，校舎棟への街路、林

道、教室内

②マーカー設置

主要歩行コース、階段の段鼻

③危険箇所の排除

頭上突起物、転落危険箇所
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Abstract : The purpose of this study was to examine post-secondary educational and daily life

support for the deafblind college student. Issue which have been recognized are; evening walking

training for the deafblind college student, the maintenance of path for walking training and support

for communication through actual support for him. We have proposed to advance for the acceptance

for deafblind college students to enter Tsukuba University of Technology.

Key Words : Deafblind college student, Walking training, Support for communication, Usher
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